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高発熱サーバラックへのBUSWAYの活用
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スターライン社のご紹介

アジアパシフィック 責任者のご紹介
ブルース氏

日本側窓口
GIT-a 高木氏

バスウェイ設計、輸入、施工工事バックアップ・・・篠原電機（株）
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☆高発熱サーバ時代
データセンターは、従来のサービスに加えIoT・M2M等の進展による
クラウドサービスの需要が拡大しつつある。
またAI等の高速演算のハイパーコンピューティングHPC対応が必要と
なりつつあり高発熱ラックへの対応が急務となってきています。
データセンターのラック列で部分的に高発熱のラックを設置した場合
そのラックに大きな電流を給電する必要があります。しかしながら全
ラックで高発熱にはならないことが多い。
☆バスダクトへの要求
負荷変動に強く(低インピーダンス)、給電能力が高く、電気工事の
煩雑さ、工事作業の容易さからBUSDUCTへの要求が高くなってき
ています。
☆HVDCへのバスダクトの活用
給電効率が高くスタチックスイッチの不要な信頼性の高いシステムを
構成することができます。

高発熱サーバラックへの給電
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バスダクト採用のメリット

■サーバ負荷に応じて電力関連の変更が必要になった場合、従来の電源配線は
容量不足のケーブル撤去や新設ケーブル敷設と言った電源工事が必要で、停電
のリスクもある。あるいは当初からオーバースペックのケーブルを敷設しておく方法と
なる。バスダクトを使用した場合は、電源の再構成がきわめて簡単でトータルで安
価となる。

■従来型のフリーアクセス床内の電源配線は過密状態になりやすく、冷却用気
流が阻害されやすい。一方、天井スペースを使うバスダクトは、冷却用エアフロー
を阻害しない。

バスダクト採用のメリット



バスダクト採用メリットの具体例

4KVA 6KVA 8KVA 10KVA 12KVA 3KVA

分電盤

給電配線は20本すべて12KVAの容量で施工

4KVA 6KVA 8KVA 2KVA 10KVA 12KVA 3KVA

平均
128KVA

約225A Busway 1本配線

バスダクトを用いた場合
・給電容量の平均を128KVAとした場合、
225A容量のバスダクトを通しておくこと
で十分な容量の給電が可能。155KVA
まで給電可能
ラック当たり平均7.8KVAまで可能。
トータル容量を超えなければ良い。

高発熱時代に適した給電が実現できる。
またタップオフ毎にその都度最適なブレーカを
設置できる。
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ラック列の各負荷が右図のように
予定される場合、負荷に応じた
ケーブル容量で配線することはせ
ず、全て12kVA容量で施工す
る。

20ラック 12KVA Total 240KVA
平均6.4kVA/ラックとしてケーブル配線の場合

タップオフで最適ブレーカ選定

Total 240KVA
平均128KVA
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設置イメージ
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STARLINE社 バスウェイシステムの特徴

■プラグインユニットは、工具不要でどこにでも
挿入→回転で取付けできる。負荷の接続
ポイントが確定していない高密度環境に最適。

■U字型バスバーはボルトを使わず確実に接続。
温度変化やバスバーへの負荷によるボルトの
ゆるみがなく定期点検不要。
■さまざまなプロトコルで他の監視システムと連動し、
データを提供。

データセンター用バスダクトの主なメーカは以下のとおり。仕様、柔軟性、コスト等
を比較して選定。
（海外メーカ） （国内メーカ）
シュナイダー社 フランス 共同カイテック
スターライン社 米国 パナソニック
PDI社 米国 古河電気工業他

挿入 回転 完了

←タップオフユニット
接続部断面写真

STARLINE社 バスウェイシステムの主な特徴



パワーエンドフィード

T型ハウジング
吊り金具

エンドキャップ

ハウジング

エルボー

ジョイントキットとツール

STARLINE バスウェイシステムの構成

Scalability
• バスウェイの増設や変更が、ボルトレスのジョイントキットとエルボーなどの組み合わ
せで容易に可能

• 専門の電気工事業者を必要とせず、短時間・ローコストで工事が完了します。
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ボルトを使わないバスバーの接続は
緩みがなく、定期メンテナンスを不要
とし、耐震性にも優れています。
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ハウジング ハウジング（エルボー型） ハウジング（T型）

パワーエンドフィード プラグイン・タップオフユニット
専用ツール

主な構成部材

接続用
銅バー



バスウェイ・ハウジングの構造

• 押し出しアルミ成型ハウジング（アースとして利用）
• U型の銅バスバー
• 絶縁部はUL難燃材、ノンハロの環境配慮材料
• オーバサイズニュートラルやアイソレートグランドのオプション
• ACとHVDCの２つのアプリケーションに対応
• IEC61439-1, -6に適合
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GM100 GM225 GM250T5 GM400T5 GM800T5

100Amp 225Amp 250Amp 400Amp 800Amp

415V 

現在630A,1200Aの
メニューも用意



バスウェイのどこにでも活線接続

• 単相や多相等、様々な種類の負荷に対応します。

• プラグイン・タップオフユニットはどこにでも活線接続可能

• 負荷への接続ポイントが確定していない高密度環境に最適です。
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ハウジングへのプラグインユニット
の取り付けは挿入→回転で完了。
工具不要で電源供給を止める必要
もありません。
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プラグイン・タップオフ ユニットの例
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プラグイン・タップオフユニットの製品ライン
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T5シリーズ E50, E90のラッチ機構



バスウェイによる電源システム構成例
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バスダクトに有効な三相四線式の導入
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相間400Vであれば中点と各相は230Vになる。

スターライン社 ４線式対応



直流給電におけるバスダクトの活用
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バスダクトへの給電

HVDC BUSDUCT
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直流給電におけるバスダクトの活用
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HVDCデータセンター
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両側に導体を持つため、一つのバスウェイ内に
２回路分の直流回路を持つことができる。
冗長設計への活用が容易。

ハウジング内２回路の構成

具体構成（例１） 具体構成（例２）



HVDCデータセンター
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HVDCデータセンター
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HVDC+12V方式による電力変換ロス削減

4

Starline社資料より



データセンターの省エネ まとめ

IT電力, 40

空調費, 35

給電ロス, 20

その他, 5

標準的DC電力消費分布

IT電力, 82

空調費, 5

給電ロス, 10
その他, 3

最新DC

PUE=2.5
エネルギー削減量 0

直流給電化
HVDC導入

仮想サーバ化
高温サーバ
の採用

Facebookの場合
PUE=1.06を実現

PUE=1.2
エネルギー削減量42％

空調費の低減
ホットアイル・コールドアイルの分離
最新の空調機導入
空調レス化
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HVDC 250A仕様
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DC Plug-In Tap-Off Unit  

27

550VDC、100Aまで対応

電圧、電流、電力計測モニター付き
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アプリケーション例１
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アプリケーション例２ （床下設置）



30

アプリケーション例３ （モジュラー型DC）



リアルタイム・モニタリング CPM

• ディスプレー付き、なしの選択可

• 標準プロトコール TCP/IP ・MODBUS・BACNETをサポート

• オプションとしてWi-Fi接続

バスダクトの電圧、電流、力率、周波数、KVA,KW,KWhがモニタリングできる。

バスダクトの電圧、電流はタップオフユニットに搭載されてい
るCPMモニター（Critical Power Monitor)からMODBUSでDCIM
に渡すことができます。
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スターライン CPMモニター画面

SH113
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スターライン CPMモニター画面

SH113

IPAD画面でのモニタリング IPHONE画面でのモニタリング



34

計測項目と計測精度
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（参考）グランドのオプション 4線+1 雷害対策

TN-S接地で雷害に強い
設置が可能。

接地系統の種類（ＴＮ，ＴＴ，ＩＴ系統）
(JIS C 0364-3)
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（参考）JIS C8364とIEC規格の関係



ありがとうございました。

saikawa@shinohara-elec.co.jp
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高発熱サーバラックへのBUSWAYの活用
STARLINEバスウェイシステムご紹介


